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（単位：億円） 

2012年度
1Q実績 

2013年度
1Q実績 増減 

売上高 1,467 1,517 50 

営業損益 -30 5 34 

経常損益 -39 10 49 

特別損益 -7 -2 5 

法人税等 -13 4 17 
少数株主損益 1 4 3 

四半期純損益 -34 1 34 

平均為替レート
US$ 80.20 98.76 18.56 

平均為替レート
EURO 102.91 128.95 26.04 

営業損益増減 

営業外損益増減 

特別損益増減 

コストダウン 
固定費減 
物量増 
為替影響 
 

価格ダウン 
素材高騰他 

金融収支              
持分法投資損益 
為替差損益 
 

固定資産売却益 
投資有価証券評価損 

+30 
+24 
+11 
+5 

 

+70 

-34 
-2 

 
 
 

-36 

+3 
+5 

 

（ 0→ 4） 
（ -5→  -0） 

 

-4 
+1 

+19 
 

（  4→ -0） 
（ -7→ -6） 
（ -7→  11） 

 

（単位：円） 

原価低減、事業構造改革効果、および為替の円安進行などにより、 

営業損益、経常損益、四半期純損益の黒字化を達成 

2013年度第1四半期 連結業績概要（対前年） 
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売上高 営業損益 
2012年度 
1Q実績   

2013年度 
1Q実績   増減 

2012年度 
1Q実績  

2013年度 
1Q実績 増減 

発電・社会インフラ 187 242 55 -2 -7 -5 

産業インフラ 351 288 -63 -10 -17 -6 
パワエレ機器 325 349 23 -6 1 7 

（単位：億円） 

2013年度第1四半期 セグメント別売上高･営業損益（対前年）① 

発電・社会インフラ 

 【売 上  高】 ・発電プラントは、火力発電設備および太陽光発電システムの案件増加により増収 

          ・社会システムは、スマートメーターへの切り替えを前にした電力量計の需要減により減収 
          ・社会情報は、大口案件の増加により増収 
 
 【営業損益】  ・発電プラントの価格競争激化により減益 
 
産業インフラ 
 【売 上 高】 ・変電は、海外大口案件の減少により減収 

            ・機電システムは、昨年までの円高状況下での国内設備投資抑制により減収 

             ・計測制御システムは、放射線測定機器の需要減少により減収 
            ・設備工事は、大口案件の減少により減収 
 
 【営業損益】  ・原価低減を推し進めたものの、売上高の減少、価格競争激化により減益 
 
パワエレ機器 

 【売 上 高】 ・ドライブは、海外におけるインバータ・サーボの需要増、鉄道車両用電機品の海外大口案件により増収 

          ・パワーサプライは、データセンター向け電源設備およびメガソーラー向けパワーコンディショナの需要増により増収 
          ・器具は、国内機械装置メーカーの需要が前年同期の水準までには回復せず減収 
 
 【営業損益】  ・ドライブ、パワーサプライは、需要増による増収効果により増益 
           ・器具は、売上高の減少により減益 
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売上高 営業損益 

2012年度 
1Q実績   

2013年度 
1Q実績   増減 

2012年度 
1Q実績  

2013年度 
1Q実績 増減 

電子デバイス 259 287 28 -16 5 20 
食品流通 288 319 31 11 32 21 
その他 150 142 -8 4 4 -0 

消去または全社 -94 -111 -17 -12 -14 -3 
合計 1,467 1,517 50 -30 5 34 

（単位：億円） 

2013年度第1四半期 セグメント別売上高･営業損益（対前年）② 

電子デバイス 

 【売 上 高】 ・半導体は、自動車分野の需要が堅調に推移したことに加え、産業分野においてインバータ・サーボ、 
           産業機械等の需要が回復基調となったことにより増収 

   ・ディスク媒体は、HDD市場の減速により減収 
 
 【営業損益】  ・半導体は、増収効果に加え、固定費削減により黒字に転換 

          ・ディスク媒体は、売上高の減少による影響があったものの、固定費削減により前年同期と同水準 
 
食品流通 

 【売 上 高】 ・自販機は中身商品の販売終息による影響があったものの、省エネ型環境対応自販機、コンビニエンスストア向け 
           コーヒーマシンの需要が堅調に推移したことにより増収 

          ・店舗流通は、コンビニエンスストア向けを中心とした冷凍・冷蔵設備、省エネ設備の増加により増収 
 
 【営業損益】  ・増収効果、原価低減の推進により増益 
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 (単位：億円) 

海 外 

-18 

国 内 

+68 

増減額 

 2012年度 
１ Q 

 2013年度 
１ Q 

1,517 

384 

1,133 

25% 

75% 

 2012年度 
１ Q 

402 
32 
28 

109 

233 

 2013年度 
１ Q 

-74 

+5 
+11 

+40 

欧州 

アジア他 

中国 

米州 

増減額 

384 
37 
39 

150 

158 

1,467 

402 

1,065 

27% 

73% 



©2013 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved. 6 

13/3/31 13/6/30 増減 

現金及び預金 398 231 -166 

売上債権 2,169 1,825 -344 

棚卸資産 1,077 1,306 229 

その他 604 618 14 

流動資産 計 4,247 3,980 -268 

有形固定資産 1,684 1,717 32 

無形固定資産 127 130 3 

投資その他の資産 1,596 1,627 31 

固定資産 計 3,407 3,474 66 

繰延資産 1 2 1 

資産 合計 7,656 7,455 -200 

13/3/31 13/6/30 増減 

買入債務 1,299 1,213 -86 

金融債務 2,267 2,101 -167 

その他負債 1,932 1,934 1 

負債 合計 5,499 5,248 -251 

資本金 476 476 - 

資本剰余金 467 467 - 

利益剰余金 876 856 -20 

自己株式 -71 -71 -0 

株主資本 1,748 1,728 -20 

その他の包括利益累計額 197 254 57 

少数株主持分 211 225 14 
純資産 合計 2,157 2,207 51 
負債・純資産 合計 7,656 7,455 -200 

資産の部 負債、純資産の部 

自己資本比率（%） 25.4 26.6 1.2 
ネット金融債務残高 1,870 1,870 -0 
ネットD/Eレシオ（倍） 1.0 0.9 -0.1 

（単位：億円） 

2013年度第1四半期末 連結貸借対照表 
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（単位：億円） 

2013年度 
2Q累計予想

(4/25) 

2013年度 
2Q累計予想 

(7/25) 
増減 

売上高 3,200 3,200 0 

営業損益 5 20 15 

経常損益 -25 15 40 

四半期純損益 -40 0 40 

売上高 営業損益 
2013年度 

2Q累計予想 
(4/25) 

2013年度 
2Q累計予想 

(7/25) 
増減 

2013年度 
2Q累計予想 

(4/25) 

2013年度 
2Q累計予想 

(7/25) 
増減 

発電・社会インフラ 573 573 0 0 0 0 
産業インフラ 715 715 0 -18 -18 0 
パワエレ機器 748 748 0 5 5 0 
電子デバイス 529 529 0 1 11 10 
食品流通 595 595 0 40 45 5 
その他 276 276 0 7 7 0 

消去または全社 -236 -236 0 -29 -29 0 
合計 3,200 3,200 0 5 20 15 

2013年度 第2四半期累計 連結業績予想（対前回予想） 

US$ EURO 

前提為替レート ¥90.00 ¥115.00 
1円影響*（億円） 0.2 0.1 
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第2四半期の前提為替レート 
*営業損益ベース 

（単位：億円） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　通期の業績予想については、当社グループは今年度を「構造改革仕上げの年」と位置づけ、利益分岐点の引き下げ、総経費の徹底圧縮に加え、営業の構造改革など最適な事業推進体制への変革やサプライチェーン改革にも積極的に取り組んでおりますが、これらの取組みにより着実に収益体質の改善が図られ、この第3四半期累計期間において想定以上の成果をあげることができました。
  第4四半期の事業環境は、国内市場は依然として厳しい状況が続くと予想されるものの、アジア市場を中心として電子デバイスなど一部の事業分野において引き続き回復傾向で推移すると思われます。
　こうしたなか、売上高は当初計画通りの6,900億円となる見通しです。
　利益面においては、総経費の圧縮効果に加え、電子デバイスの物量増影響もあり、営業利益は当初計画の△120億円に対し、今回予想はゼロとなり、赤字が解消する見込みです。経常損益は当初計画の△170億円に対し140億円改善し、△30億円となり、当期純損益は当初計画の△170億円に対し80億円改善し、△90億円となる見通しです。
　総経費の圧縮については、当初の年間計画430億円を145億円上回り、575億円の効果を抽出する見通しです。コストダウンも同様に当初の年間計画270億円を20億円上回り、290億円となる見通しです。
　営業外損益は、金融収支と持分法投資損益で改善しています。
　特別損益は、当初計画のプラス20億円からマイナス60億円へと80億円悪化しています。
　（これは事業構造改革費用の増加が主な要因です。　70億円→150億円）

　なお、第4四半期の前提為替レートはＵＳドルは90円、ユーロは115円
　１円影響（営業損益ベース）はＵＳドルで 8千万円、ユーロで2千万円です。
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（単位：億円） 

2012年度 
2Q累計実績 

2013年度 
2Q累計予想 

(7/25) 
増減 

売上高 3,338 3,200 -138 

営業損益 -54 20 74 

経常損益 -79 15 94 

四半期純損益 -76 0 76 

売上高 営業損益 

2012年度 
2Q累計実績 

2013年度 
2Q累計予想 

(7/25) 
増減 2012年度 

2Q累計実績 

2013年度 
2Q累計予想 

(7/25) 
増減 

発電・社会インフラ 694 573 -122 -7 0 8 
産業インフラ 800 715 -85 -8 -18 -10 
パワエレ機器 663 748 84 -20 5 24 
電子デバイス 515 529 14 -29 11 40 
食品流通 567 595 28 24 45 20 
その他 298 276 -22 10 7 -3 

消去または全社 -200 -236 -36 -24 -29 -5 
合計 3,338 3,200 -138 -54 20 74 

2013年度第2四半期累計 連結業績予想（対前年同期） 
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（単位：億円） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　通期の業績予想については、当社グループは今年度を「構造改革仕上げの年」と位置づけ、利益分岐点の引き下げ、総経費の徹底圧縮に加え、営業の構造改革など最適な事業推進体制への変革やサプライチェーン改革にも積極的に取り組んでおりますが、これらの取組みにより着実に収益体質の改善が図られ、この第3四半期累計期間において想定以上の成果をあげることができました。
  第4四半期の事業環境は、国内市場は依然として厳しい状況が続くと予想されるものの、アジア市場を中心として電子デバイスなど一部の事業分野において引き続き回復傾向で推移すると思われます。
　こうしたなか、売上高は当初計画通りの6,900億円となる見通しです。
　利益面においては、総経費の圧縮効果に加え、電子デバイスの物量増影響もあり、営業利益は当初計画の△120億円に対し、今回予想はゼロとなり、赤字が解消する見込みです。経常損益は当初計画の△170億円に対し140億円改善し、△30億円となり、当期純損益は当初計画の△170億円に対し80億円改善し、△90億円となる見通しです。
　総経費の圧縮については、当初の年間計画430億円を145億円上回り、575億円の効果を抽出する見通しです。コストダウンも同様に当初の年間計画270億円を20億円上回り、290億円となる見通しです。
　営業外損益は、金融収支と持分法投資損益で改善しています。
　特別損益は、当初計画のプラス20億円からマイナス60億円へと80億円悪化しています。
　（これは事業構造改革費用の増加が主な要因です。　70億円→150億円）

　なお、第4四半期の前提為替レートはＵＳドルは90円、ユーロは115円
　１円影響（営業損益ベース）はＵＳドルで 8千万円、ユーロで2千万円です。
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【参考】2013年度通期 連結業績予想（4/25発表値から変更なし） 

売上高 営業損益 

2012年度 
通期実績 

2013年度 
通期予想 増減 2012年度 

通期実績 
2013年度 
通期予想 増減 

発電・社会インフラ 1,569 1,511 -58 84 80 -4 

産業インフラ 1,987 2,000 12 110 110 0 

パワエレ機器 1,484 1,645 161 12 48 36 
電子デバイス 1,136 1,117 -19 -14 15 29 
食品流通 1,121 1,154 33 64 67 3 

その他 606 569 -37 16 15 -1 

消去または全社 -445 -494 -50 -53 -66 -13 

合計 7,458 7,500 42 220 270 50 

（単位：億円） 

US$ EURO 
前提為替レート ¥90.00 ￥115.00 
1円影響*（億円） 0.6 0.4 

2012年度  
通期実績 

2013年度 
通期予想 増減 

売上高 7,458 7,500 42 

営業損益 220 270 50 

経常損益 257 260 3 

当期純損益 264 140 -124 

（単位：億円） 

第2～4四半期の前提為替レート 

*営業損益ベース 
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１．本資料は法律に基づく監査手続の対象外であり、本説明会の時点において、 

  法律に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。 

２．本資料および本説明会に含まれる予想値および将来の見通しに関する記述・ 

  言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断および仮定に基づいておりま 

  す。その判断や仮定に内在する不確実性および事業運営や内外の状況変化 

  により、実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社 

  は、将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証するもので 

  はありません。 

３．本資料は、情報の提供を目的とするものであり、弊社の株式の売買を勧誘する 

  ものではありません。 

４．目的を問わず、本資料を無断で引用または複製することを禁じます。 
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